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全国がん患者団体連合会主催「がん対策の推進を求める国会院内集会」開催のご報告 

 

2017 年 6 月 19 日（月）午前 10 時から午後 4 時に参議院議員会館にて、国会議員の皆様をはじめ、がん

患者団体やメディアの皆様などにご参集いただき、全国がん患者団体連合会（全がん連）主催による「がん

対策の推進を求める国会院内集会」が開催されましたので、ご報告いたします。 

 

午前の部（10：00～11：20）では、「パネルディスカッション：がん対策の推進に向けて」と題して、6月

2日に厚生労働省「がん対策推進講義会」で取りまとめられた国の「第 3期がん対策推進基本計画」基本計

画に定められた 3 本の柱（分野）である「科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実」「患者本位のが

ん医療の実現」「尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築」について、がん患者団体や医療者、厚生労働

省の立場のパネリストの皆様にディスカッションいただきました。 

 

司会進行 

・天野慎介（全国がん患者団体連合会理事長） 

・松本陽子（全国がん患者団体連合会副理事長） 

パネリスト（順不同） 

・吉田輝彦氏（国立がん研究センター研究支援センター長） 

・若尾文彦氏（国立がん研究センターがん対策情報センター長） 

・桜井なおみ氏（厚生労働省がん対策推進協議会委員／CSRプロジェクト代表理事） 

・馬上祐子氏（厚生労働省がん対策推進協議会委員／小児脳腫瘍の会代表） 

・丹藤昌治氏（厚生労働省健康局がん・疾病対策課がん対策推進官） 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田輝彦氏           若尾文彦氏          桜井なおみ氏 

 

 

 

 

 

 

 

馬上祐子氏           丹藤昌治氏 

 

昼の部（11：30～13：00）では、塩崎恭久厚生労働大臣（自民党所属）、古屋範子厚生労働副大臣（公明

党所属）、超党派議連「国会がん患者と家族の会」代表世話人である尾辻秀久参議院議員（自民党）、同議連

事務局長である古川元久衆議院議員（民進党）より、がん対策の推進に向けた決意を改めてご挨拶いただき



ました。また、出席した各地の患者団体より「私たちが求めるがん対策」と題した意見表明を行い、ご出席

いただいた三原じゅん子参議院議員（自民党）、熊野正士参議院議員（公明党）、小川克巳参議院議員（自民

党）、薬師寺みちよ参議院議員（無所属）、島村大参議院議員（自民党）、堀内照文衆議院議員（共産党）（以

上ご出席順）より、がん対策の推進に向けた力強いお言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩崎恭久厚生労働大臣   尾辻秀久参議院議員   古屋範子厚生労働副大臣  古川元久衆議院議員    三原じゅん子参議院議員 

 

 

 

 

 

 

 

熊野正士参議院議員       小川克巳参議院議員     薬師寺みちよ参議院議員     島村大参議院議員        堀内照文衆議院議員 

 

午後の部（14：00～16：30）では、出席した各地の患者団体の皆様と共に、衆議院と参議院の厚生労働委

員会に所属する与野党の国会議員の皆様の議員会館事務所を訪問し、国の平成 30 年度がん対策予算の確保

などを求める要望書「国のがん対策の更なる推進を求める要望書～改定がん対策基本法の成立と第 3 期が

ん対策推進基本計画の策定を受けて」を提出いたしました。与野党の議員会館事務所で秘書の皆様に要望書

を受け取っていただくとともに、小池晃参議院議員（共産党）並びに福島みずほ参議院議員（社民党）の事

務所では、秘書と議員ご本人よりお時間をとっていただき、がん対策の推進について熱心に要望を聴いてく

ださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席した各患者団体より意見表明      小池晃参議院議員の議員会館事務所にて   議員会館にて福島みずほ参議院議員と共に 

 

 国会の会期終了後にもかかわらず、多くの国会議員並びに秘書の皆様にご出席をいただいたことに心よ

り感謝申し上げますとともに、院内集会にご参集いただいた各地のがん患者団体、メディアの皆様に御礼申

し上げます。がん対策推進に向けて引き続き皆様のご支援を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。 



平成 29年 6月 19日 

国会議員の皆様 

一般社団法人「全国がん患者団体連合会」並びに 

「がん対策の推進を求める国会院内集会」出席団体 

 

国のがん対策の更なる推進を求める要望書 

～「改正がん対策基本法」の成立と「第 3期がん対策推進基本計画」の策定を受けて～ 

 

謹啓 

先生におかれましては、平素よりがん対策の推進にご理解とお力添えをいただき、がん患者や家族の立場か

ら心より御礼申し上げます。 

 

2016年 12月には、超党派議連「国会がん患者と家族の会」での検討を経て「改正がん対策基本法」が成

立し、2017 年 6 月には、厚生労働省「がん対策推進協議会」での検討を経て、国の第 3 期「がん対策推進

基本計画」が策定され、今夏には閣議決定される見込みです。今後は、がん対策推進基本計画の内容を受け

て国の具体的ながん対策が検討され、各都道府県でも第 3期「がん対策推進計画」が検討されます。 

 

 一般社団法人「全国がん患者団体連合会」と「がん対策の推進を求める国会院内集会」（6 月 19 日開催）

出席団体は、「改正がん対策基本法」の成立と「第 3 期がん対策推進基本計画」の策定を受け、国のがん対

策で必要な政策が実行され、「がん医療の向上」と「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」の実現

を目指し、次の要望をいたします。先生のご理解とお力添えを賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

1. 「改正がん対策基本法」の成立と「第 3期がん対策推進基本計画」の策定を受けて、国のがん対策とが

ん研究において必要な政策が実行されるよう、国の平成 30年度予算で平成 29年度のがん対策予算（厚

生労働省分 314億円など）と同程度以上の予算を確保していただきますよう、お願い申し上げます。 

 

2. 「第 3 期がん対策推進基本計画」にあたり、特に以下の必要な施策が実施されるよう要望いたします。 

 ゲノム医療を含むがんの基礎・臨床研究や橋渡し研究の予算を十分に確保し、ゲノム医療の保険収

載や人材の育成、がん患者や遺伝子変異陽性の未発症者の社会的不利益からの擁護を進めること。 

 がん患者が診断時から緩和ケアを受けられるよう拠点病院等での緩和ケアを徹底し、小児・AYA 世

代の在宅療養費を含め、がん患者が介護保険等を活用出来るようにし、在宅医療を充実させること。 

 飲食店など不特定多数の人が集まる場所で受動喫煙をなくし、建物内禁煙を基本とした実効性のあ

る法的措置を講じること等によりがんの予防を進め、科学的根拠に基づくがん検診を実施すること。 

 難治がん、希少がん、小児がんの治療成績向上に資する研究開発の促進と診療の質の向上を図り、

患者が適切な診断と治療、医療機関に早期にアクセス出来るよう情報提供と体制整備を進めること。 

 小児のがん拠点病院と連携病院、在宅医療のネットワークの構築と質の向上を図り、AYA 世代のが

ん患者や家族への適切な医療、精神心理的・社会的な支援を提供できる医療機関等を整備すること。 

 がん患者と家族が職場で不利益を被らないよう擁護する指針を策定し、中小企業へのインセンティ

ブの付与や柔軟な働き方を支援する制度を検討し、がん患者にも配慮したがん教育を推進すること。 

以上 
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